
スポーツ栄養マネジメント
Sports Nutrition Management23603 深川　貴代 1 選択 2後期

科目の概要
「アスリートの栄養学」で学んだ「アスリートにおける食事の役割や考え方」「競技種目の特徴」等の知識を基礎に、「練習や試合時の水分補給・捕食」「サプリメント」「栄養教
育」等、現場における栄養・食事サポートの実践に必要となる知識・スキルを修得し、客観的な証拠に基づいて科学的に判断する能力を身に付けることを目的とする。
この授業ではスポーツ栄養マネジメントにおける一連の流れを理解し、アスリートの現状をしっかりと把握したうえで、的確な課題が抽出できること（ディプロマ・ポリシー③に相
当）、試合・大会で最高のパフォーマンスを発揮するために、「いつ」「何を」「どれだけ」と、具体的な栄養補給の計画が立てられること（ディプロマ・ポリシー④⑥に相当）、
アスリートが食習慣を振り返り自己管理への意識が芽生えるよう心を動かす改善策が提案できること（ディプロマ・ポリシー④⑥に相当）を目指していく。

学修内容 到達目標
① スポ―ツ栄養マネジメントの一連の流れを理解する。
② 栄養アセスメントの意味・意義を理解し、その項目と実施する歳の注
意ポイントを学ぶ。
③ 水分や軽食の適正な補給方法について考える。
④ 試合前、中、後の栄養補給のポイントについて考える。
⑤ 対象者に合わせた栄養調査方法、内容と特徴に合わせた栄養教育の媒
体の作成をする。
⑥ 献立作成の基礎を身に付けるための五法を修得する。
⑦ 対象・目的に合わせた、１日の食材・献立・調理の流れを掴めるよ
う、pisa型学力を活かし対象に合わせた食提案ができるようにする。
⑧ スポーツ現場で求められるスポーツ栄養士の役割について理解する。

① スポ―ツ栄養マネジメントの一連の流れを理解することができる（ディプロマ・ポリ
シー③に相当）
② 栄養アセスメントの意味・意義を理解し、その項目と実施する歳の注意ポイントを説
明できる（ディプロマ・ポリシー③に相当）
③ 水分や軽食の適正な補給方法を説明できる（ディプロマ・ポリシー④に相当）
④ 試合前、中、後の栄養補給のポイントを説明することができる（ディプロマ・ポリ
シー④に相当）
⑤ 対象者に合わせた栄養調査方法、内容と特徴に合わせた栄養教育の媒体の作成するこ
とができる（ディプロマ・ポリシー④⑥に相当）
⑥ 献立作成の基礎を身に付けるための五法を修得し活用することができる（ディプロ
マ・ポリシー④に相当）
⑦ 対象・目的に合わせた、１日の食材・献立・調理の流れを掴めるよう、pisa型学力を
活かし対象に合わせた食提案ができる（ディプロマ・ポリシー③④⑥に相当）
⑧ スポーツ現場で求められるスポーツ栄養士の役割について理解できる（ディプロマ・
ポリシー⑥に相当）。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 積極的に講義に取り組むため、授業以外でもテキスト等から情報を収集し、必要な知識を
深めることができる。

働きかけ力

実行力 授業の目的・概要が理解できるよう予習、さらに授業で得た知識が定着するよう復習に取
り組むことができる。

考え抜
く力

課題発見力 現状を正しく認識するための情報収集や分析ができ、課題を見極めることができる。

計画力

創造力 本科目で学んだ知識と、他科目で既に学んでいる知識を組み合わせて、オリジナルの発想
を作り出すことができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

特にグループワークで課題について意見交換する際、相手にわかりやすく、ポイントを整
理しながら、発表・発言ができる。

特にグループワークで課題について意見交換する際、相手の意見を十分に聴いた上で、自
分の意見を述べることができる。

遅刻、無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようにルールを守ることができる。

テキスト及び参考文献

なし（必要に応じて資料を印刷し配布する）

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：「栄養学」「アスリートの栄養学」「健康スポーツ」「健康と運動」
資格との関連：なし

学修上の助言 受講生とのルール
「アスリートの栄養学」で学んだ①アスリートにおける食事の役割、栄養摂取の考
え方②競技種目の特徴③糖質、脂質からエネルギーが生成するエネルギー代謝の知
識が必要になるので、必ず復習しておくこと。またエネルギー消費量の算出から
テーマに沿った献立作成や教育媒体を作成していくため、テキストや自学で集めた
情報等、準備しておくこと。疑問に思ったことは放置せず、講義中や講義後でも質
問をすること。

私語や居眠り等の授業妨害となるような行動があった場合、退出を命じる場合がある。その時は欠席扱い
とする。また、最近は授業中の飲食やスマートフォンの操作、大幅な遅刻など考えられない行動が目立
つ。この授業では、社会に出てしっかり栄養士として仕事ができるようになるための知識・スキルを身に
付ける大切な時間にもしてもらいたいため、厳しく指導し、規律性を身に付けてもらう。実習時は指定さ
れた白衣、三角巾を着用し、自分の包丁を持参する。グループワークによって授業を進めるため、メン
バーと協力する。授業で配布した資料は毎時間持参する。実習費は献立により材料費変動するが、必要分
を徴収する。講義では毎回パソコンを使用するため持参する。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

S（秀）は、スポーツ栄養マネジメントの流れ、アセスメ
ント、水分や補食の適正な補給方法、試合時・目的や対象
に応じた栄養補給、サプリメント・ドーピング、食行動科
学の理論・手法について完璧に理解でき、作成した補食・
試合前における食事のメニュー、対象者に合わせた栄養教
育の媒体には創意工夫があり、発表や質疑応答も自分の意
思がはっきり述べられている。
A（優）は、スポーツ栄養マネジメントの流れ、アセスメ
ント、水分や補食の適正な補給方法、試合時・目的や対象
に応じた栄養補給、サプリメント・ドーピング、食行動科
学の理論・手法についてほぼ完璧に理解でき、作成した補
食・試合前における食事のメニュー、対象者に合わせた栄
養教育媒体の作成、発表や質疑応答も適切にできる。

B（良）は、スポーツ栄養マネジメントの流れ、アセスメ
ント、水分や補食の適正な補給方法、試合時・目的や対象
に応じた栄養補給、サプリメント・ドーピング、食行動科
学の理論・手法についてほぼ完璧に理解でき、作成した補
食・試合前における食事のメニュー、対象者に合わせた栄
養教育媒体はやや不十分な箇所があるが、発表や質疑応答
は無難にできる。
C（可）は、スポーツ栄養マネジメントの流れ、アセスメ
ント、水分や補食の適正な補給方法、試合時・目的や対象
に応じた栄養補給、サプリメント・ドーピング、食行動科
学の理論・手法についておおよそ理解でき、作成した補
食・試合前における食事のメニュー、対象者に合わせた栄
養教育媒体は不十分な箇所があるが、発表や質疑応答は無
難にできる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ⑥

0

② ⑦

③ ⑧

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓ ⑥ ✓

10

授業の開始時に、必要な講義範囲内の小テストを実施する。

・スポ―ツ栄養マネジメントの一連の流れを理解する
・栄養アセスメントの意味・意義を理解し、その項目と実施する歳の注意ポイント
を理解する。
・献立作成の基礎を身に付けるための五法を修得し活用できる。

これらの点数を平均して判定する。

② ✓ ⑦

③ ⑧

④

⑤

小テスト

① ✓ ⑥ ✓

40

15回目の授業時に、下記の項目について、整理しながらレポートにまとめる。
◎スポーツ栄養マネジメントの流れ・各項目の概要
◎対象者に合わせた栄養教育の媒体を作成する際のポイント
◎食行動科学の理論・手法、行動計画の立て方のポイント
◎スポーツ現場で求められるスポーツ栄養士の役割

・整理してまとめられているか、
・重要なポイントが理解出来ているか
を評価する。

② ⑦

③ ⑧ ✓

④

⑤

レポート

① ⑥ ✓

40

4・7・11回目の授業時に、下記の項目についての資料を作成し、発表する。
◎トレーニングや食事時間を配慮した補食のメニュー
◎最大のパフォーマンスを発揮するための試合前における食事メニュー
◎対象者に合わせた栄養教育の媒体

・作成した資料が、テーマに沿っていたか
・作成したメニューが、現実的に提供が可能か、対象者から高い満足度を得られる
内容であるか
・作成した資料、発表の仕方にわかりやすい工夫があったか、質疑応答などが適切
であったか
を評価する。

② ⑦ ✓

③ ⑧ ✓

④ ✓

⑤

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓ ⑥ ✓

10

（主体性）積極的に講義に取り組むため、授業以外でもテキスト等から情報を収集し、必要な知識を深められる
こと。
（実行力）授業の目的・概要が理解できるよう予習、さらに授業で得た知識が定着するよう復習に取り組むこと
ができること。
（課題発見力）現状を正しく認識するための情報収集や分析ができ、課題を見極めることができること。
（創造力）本科目で学んだ知識と、他科目で既に学んでいる知識を組み合わせて、オリジナルの発想を作り出す
ことができること。
（発信力）特にグループワークで課題について意見交換する際、相手にわかりやすく、ポイントを整理しなが
ら、発表・発言ができること。
（傾聴力）特にグループワークで課題について意見交換する際、相手の意見を十分に聴いた上で、自分の意見を
述べることができること。
（規律性）遅刻、無断欠席など学習意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するようルールを守ること
ができること。

② ✓ ⑦ ✓

③ ✓ ⑧ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



B（良）は、スポーツ栄養マネジメントの流れ、アセスメ
ント、水分や補食の適正な補給方法、試合時・目的や対象
に応じた栄養補給、サプリメント・ドーピング、食行動科
学の理論・手法についてほぼ完璧に理解でき、作成した補
食・試合前における食事のメニュー、対象者に合わせた栄
養教育媒体はやや不十分な箇所があるが、発表や質疑応答
は無難にできる。
C（可）は、スポーツ栄養マネジメントの流れ、アセスメ
ント、水分や補食の適正な補給方法、試合時・目的や対象
に応じた栄養補給、サプリメント・ドーピング、食行動科
学の理論・手法についておおよそ理解でき、作成した補
食・試合前における食事のメニュー、対象者に合わせた栄
養教育媒体は不十分な箇所があるが、発表や質疑応答は無
難にできる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション
スポーツ栄養マネジメ
ントとは

栄養ケア・マネジメン
トとの違い、スポーツ
栄養マネジメントの流
れについて学ぶ

・講義
・教員によるフィード
バック
・質疑応答（PC使用）
・レポート作成

栄養ケア・マネジメン
トとの違い、スポーツ
栄養マネジメントの流
れについて説明できる

（予習）前期の講義資
料１，２，１０回の資
料を確認しておくこと
（復習）スポーツ栄養
マネジメントの流れに
関する小テストに向
け、講義内容を確認し
ておくこと

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
規律性

2

スポーツ栄養マネジメ
ントの実践　アセスメ
ント

栄養アセスメントの意
味・意義を理解し、項
目と実施する際の注意
ポイントを、体験しな
がら学ぶ

・小テスト
・学生による小テストの解
説、議論
・教員によるフィードバッ
ク
・講義
・質疑応答（PC使用）
・レポート作成
・教員によるフィードバッ
ク

栄養アセスメントの意
味・意義を理解し、各
項目と実施する際の注
意ポイントについて説
明できる

（予習）教科書「Ⅱ部-
3 身体計測」「Ⅱ部-5
食事調査」を読み、概
要を把握しておくこと
（復習）栄養アセスメ
ントに関する小テスト
に向け、講義内容を確
認しておくこと

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
規律性

3

スポーツ栄養マネジメ
ントの実践　サポート
計画 水分補給・栄養
教育・食事調査、ス
ポーツ現場で有効と考
える栄養教育、行動科
学について学ぶ

・講義
・教員によるフィード
バック
・質疑応答（PC使用）
・レポート作成

スポーツ栄養マネジメ
ントの理論とアセスメ
ントを理解し、アス
リートの食行動の要因
を説明できる

（予習）前期の講義資
料を振り返りまとめて
おくこと
（復習）スポーツ栄養
マネジメントの全体の
流れを理解できるよう
講義内容を確認してお
くこと

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
規律性

4

スポーツ栄養マネジメ
ントの実践　サポート
計画（その2）
練習時の補食

トレーニングや食事時
間を配慮した補食のメ
ニュー・量・摂取タイ
ミングについて考える

・小テスト
・学生による小テスト
の解説、議論
・教員によるフィード
バック
・個人ワーク
・質疑応答（PC使用）
・レポート作成

トレーニングや食事時
間を配慮した補食のメ
ニュー・量・摂取タイ
ミングについて、考え
ることができる

（予習）１～３回まで
の講義をまとめ、マネ
ジメントの流れを理解
しておくこと
（復習）スポーツ栄養
マネジメントの全体の
流れを理解できるよう
講義内容を確認してお
くこと

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

スポーツ栄養マネジメントの
実践　サポート計画 食事計画
（その３）
対象に合わせた献立作成の基
本

アスリートにとってバランス
のいい食事について、具体的
に献立におとしこめるよう献
立作成の基本から組み合わせ
についてを学ぶ「五法」

・講義
・個人ワーク
・教員によるフィード
バック
・質疑応答（PC使用）
・レポート作成

最大のパフォーマンス
を発揮するためのアス
リートにとっての良い
食事バランスを理解し
バランスのいい食事の
組立ができる

（予習）前期の講義と
１～４までの講義を見
返しておく
（復習）献立作成の基
礎とメニューについて
の考えの幅が広がるよ
う料理本やネット等活
用し調べておく

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
規律性

6

スポーツ栄養マネジメント
の実践　サポート計画 食
事計画（その４）
献立作成の「五法」につい
て知り、活用することを学
ぶ
アスリートにとってバラン
スのいい食事について、食
事の立案の基本から組み合
わせについてを学ぶ

・講義
・個人ワーク
・質疑応答（PC使用）
・レポート作成

「アスリートの栄養
学」で学んだ知識を活
用し、最大のパフォー
マンスを発揮するため
のアスリートにとって
の良い食事バランスを
理解し献立作成ができ
る

（予習）献立作成に必
要な資料を準備してお
くこと
（復習）作成した献立
を確認し、意見交換の
準備をしておくこと

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
規律性

7

スポーツ栄養マネジメント
の実践　サポート計画 食
事計画（その５）
試合時の栄養補給

作成した試合前の食事メ
ニューについて意見交換
し、量・バランスの適正
や、摂取タイミングについ
て考える

・グループワーク
・教員によるフィード
バック
・質疑応答（PC使用）
・レポート作成

量・バランス、試合開
始時間から逆算した摂
取タイミングを考慮し
た試合前の食事メ
ニューを作成すること
ができ評価できる

（予習）献立の作成ポ
イントをまとめ、意見
交換の準備をしておく
こと
（復習）授業の内容を
振り返り、理解を深め
ておくこと

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

スポーツ栄養マネジメント
の実践　サポート計画 食
事計画と実際
アスリートの特性にあわせ
て立案した食事メニューを
実際にどのように調理し提
供するか、理想に合わせた
食事を実際に調理から提供
するまでの流れを知り企画
する

・講義
・個人ワーク
・教員によるフィード
バック
・質疑応答（PC使用）
・レポート作成

サプリメントの定義・
分類、摂取における考
え方、ドーピングにつ
いて説明することがで
きる

（予習）献立の作成ポ
イントと調理について
まとめ、意見交換の準
備をしておくこと
（復習）次回の調理実
習までにタイムスケ
ジュール等、理解し把
握しておくこと

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

スポーツ栄養マネジメントの
実践　サポート計画  食事計
画の実践①
９回と１０回は連続講義とし
課題に取り組む調理実習をす
る
これまでに学んだ知識を活か
し、チームワークで課題に取
り組み食事の実際を知る、そ
の先の栄養教育にどう活かし
ていくかを学ぶ

・グループワーク
・教員によるフィード
バック
・質疑応答（PC使用）
・レポート作成

実際に立てた栄養計
画、食事計画に対し、
具体的に食材から献
立、調理までの作業を
結びつけ、対象者に
あった食事として完成
できる

（予習）８回までの講
義内容を確認し実習ま
でに必要な情報をまと
めておくこと
（復習）授業の内容を
振り返り、理解を深め
ておくこと

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

スポーツ栄養マネジメントの
実践　サポート計画  食事計
画の実践②
９回と１０回は連続講義とし
課題に取り組む調理実習をす
る
これまでに学んだ知識を活か
し、チームワークで課題に取
り組み食事の実際を知る、そ
の先の栄養教育にどう活かし
ていくかを学ぶ

・グループワーク
・教員によるフィード
バック
・質疑応答（PC使用）
・レポート作成

対象者に合わせた食事
を知り、栄養教育項目
の内容と特徴を把握
し、栄養教育の媒体を
作成につなげることが
できる

（予習）８回までの講
義内容を確認し実習ま
でに必要な情報をまと
めておくこと
（復習）作成した食事
を確認し、栄養教育媒
体作成につなげていく
準備をしておくこと

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
規律性

11

スポーツ栄養マネジメン
トの実践　サポート計画
栄養教育（その1）
ここまでの講義で実践し
てきた、栄養計画から食
事計画、立案、調理、提
供までの流れから影響教
育媒体を作成することを
学ぶ

・講義
・教員によるフィード
バック
・質疑応答（PC使用）
・レポート作成

対象者に合わせたテー
マの選定、栄養教育媒
体の作成をするパワー
ポイントの使い方が理
解し使える

（予習）ここまでの講
義内容をまとめ活用で
きるようにすること
（復習）テーマを理解
し必要な栄養教育のポ
イントを調べておくこ
と

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

スポーツ栄養マネジメ
ントの実践　サポート
計画 栄養教育（その
2）
栄養媒体作成で使うパ
ワーポイントの使い方
を知り、活用すること
を学び、作成すること
を学ぶ

・講義
・教員によるフィード
バック
・質疑応答（PC使用）
・レポート作成

パワーポイントが活用
でき、テーマにあった
栄養媒体が作成できる

（予習）１２回講義の
内容とパワーポイント
の使い方を再度確認す
ること
（復習）パワーポイン
トの活用を深めるため
に再度操作し、しっか
使えるようにすること

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
規律性

13

スポーツ栄養マネジメン
トの実践　サポート計画
栄養教育（まとめ）

作成した栄養教育の媒体
について、意見交換を行
い、対象者に合わせた栄
養教育のあり方について
まとめたものを発表する

・個人ワーク（成果発
表）
・教員によるフィード
バック
・質疑応答（PC使用）
・レポート作成

対象者に合わせた栄養
教育のあり方につい
て、考え発表ができる

（予習）栄養教育媒体
の作成ポイントをまと
め、意見交換の準備を
しておくこと
（復習）授業の振り返
りとメンバーの意見を
参考に自分なりの考え
をまとめ深めておくこ
と

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
規律性

14

スポーツ栄養マネジメ
ントの実践　サポート
計画　行動計画

個別支援のシミュレー
ションを体験し、食行
動科学を活用したアプ
ローチ法より、行動計
画の立て方を学ぶ

・オンデマンド配信に
よるオンライン授業
・レポート提出

食行動科学を活用した
アプローチ法より、行
動計画を立てることが
できる

（予習）これまでの講
義内容を振り返り全体
の流れを理解しておく
こと
（復習）授業の内容を
振り返り、理解を深め
ておくこと

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

スポーツ現場で求められる
スポーツ栄養士の役割
総まとめ

スポーツ現場で求められる
スポーツ栄養士の役割を理
解し、スポーツ栄養マネジ
メントの流れ・各項目の概
要について整理しながらま
とめ、理解を深める

・成果発表
・教員によるフィード
バック
・質疑応答（PC使用）
・レポート作成

スポーツ現場で求めら
れるスポーツ栄養士の
役割を理解し、スポー
ツ栄養マネジメントの
流れ・各項目の概要に
ついて理解を深めるこ
とができる

（予習）これまでの活動
を振り返り、栄養士とし
ての将来像を描いておく
こと
（復習）スポーツ栄養士
の役割を理解し、スポー
ツ栄養マネジメントの流
れ・各項目の概要を再確
認しておくこと

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
規律性


